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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

北
陸
道
・
飛
騨
街
道

第
28
回

は
じ
め
に

　

富
山
市
は
、
日
本
海
側
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
水
深
１
０
０
０
ｍ
の
「
海
の
幸

の
宝
庫
」
富
山
湾
か
ら
標
高
３
０
０
０
ｍ

級
の
北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
ま
で
の
標

高
差
４
０
０
０
ｍ
の
多
様
な
地
勢
と
雄

大
な
自
然
を
誇
り
、
ま
た
古
く
か
ら

「
薬
都
富
山
」と
し
て
全
国
に
そ
の
名
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
薬
業
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
と
高
度
な
都
市

機
能
、
そ
し
て
、
多
様
な
文
化
と
歴
史

を
併
せ
持
つ
日
本
海
側
有
数
の
中
核
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。

富
山
の
く
す
り
と
街
道

　
「
富
山
」の
地
名
が
歴
史
上
初
め
て
登

場
す
る
の
は
、
今
か
ら
６
０
０
年
以
上

前
の
応
永
５
年（
１
３
９
８
年
）の
こ
と

で
、
当
時
は
豊
か
な
農
村
地
帯
で
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
戦
国
時
代

に
富
山
城
が
築
城
さ
れ
、
佐
々
成
政
が

城
主
の
時
代
に
は
、
富
山
城
は
越
中
一

国（
富
山
県
）の
政
治
的
中
心
地
と
な
り

城
下
町
の
形
成
も
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
寛
永
16
年

（
１
６
３
９
年
）
に
富
山
藩
が
成
立
し
、

前
田
氏
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
明
治

維
新
ま
で
続
く
。

　

こ
の
時
代
に
は
、
越
中
の
主
要
街
道

で
あ
る
北
陸
道
と
飛
驒
街
道
が
、
現
在

の
中
心
市
街
地
に
あ
る
西
町
で
交
わ

り
、
日
本
海
へ
と
続
く
神
通
川
の
水
上

交
通
と
も
結
ば
れ
る
と
い
う
、
水
陸
交

通
の
結
節
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ま
ち

な
か
を
流
れ
る
神
通
川
に
は
、
北
陸
道

の
ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た
船
橋
が
架
か
っ

て
い
た
。
こ
の
橋
は
、
常
設
の
船
橋
と

し
て
は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
、
ま
ち

の
景
観
を
特
徴
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
富
山
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
元

禄
時
代
ご
ろ
か
ら
成
長
を
始
め
た
産
業

が
売
薬
業
で
あ
る
。「
先
用
後
利
」
の
富

山
の
売
薬
は
全
国
に
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
３
０
０
年
を
越
え
る
伝
統
を
受
け

継
い
で
、
医
薬
品
製
造
業
が
富
山
経
済

の
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
富
山
売
薬
は
、
全
国
に

商
圏
を
展
開
し
、
日
本
一
の
売
薬
業
に

成
長
で
き
た
の
か
。 

そ
の
理
由
と
し

て
は
、
配
置
販
売
商
法
を
い
ち
早
く
導

入
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

も
う
一
つ
、
地
の
利
と
い
う
点
も
あ

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
都
市
構
築

〜
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
〜

富と
や
ま山

市
長（
富
山
県
）　

森も
り　

雅ま

さ

し志

「立山あおぐ特等席。富山市」（富山市のキャッチフレーズ）

富山の配置薬とお土産の紙ふうせん
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る
。
そ
れ
は
、
富
山
が
日
本
列
島
の
中

ほ
ど
に
位
置
し
て
お
り
、
街
道
に
よ
っ

て
江
戸
や
上
方
、
中
京
方
面
へ
も
行
き

や
す
く
、
ま
た
東
岩
瀬
港
な
ど
を
拠
点

と
し
た
、
日
本
海
の
北
前
船
に
よ
る
大

量
輸
送
も
利
用
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

売
薬
商
人
た
ち
は
、
一
般
的
に
は
春
と

秋
の
年
２
回
、
得
意
先
廻
り
の
旅
に
出

る
。
鉄
道
の
な
い
時
代
に
西
国
方
面
へ

旅
立
つ
際
、
売
薬
商
人
の
家
族
た
ち
は

西
郊
の
呉
羽
山
ま
で
見
送
る
の
が
習
わ

し
だ
っ
た
。
現
在
も
、
呉
羽
山
の
明
神

峠
付
近
に
は
北
陸
道
の
旧
道
が
残
り
、

か
つ
て
の
売
薬
商
人
の
旅
を
偲し
の

ば
せ
て

く
れ
る
。

　

江
戸
時
代
の
富
山
は
、
売
薬
業
の
膨

大
な
需
要
を
背
景
と
し
て
、
薬
売
り
・

薬
作
り
の
両
面
で
各
種
の
関
連
産
業
が

発
達
し
、「
産
業
都
市
」と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。
ま
た
周
辺
で

も
、
水
橋
な
ど
に
売
薬
業
を
派
生
さ

せ
、
八
尾
の
和
紙
の
よ
う
な
関
連
産
業

も
育
て
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域

の
産
業
集
積
が
、
製
薬
業
に
と
ど
ま
ら

ず
関
連
す
る
印
刷
デ
ザ
イ
ン
、
情
報
産

業
な
ど
今
日
の
本
市
の
産
業
の
礎
と

な
っ
て
い
る
。

街
道
、
車
道
、
鉄
道

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
発
展

に
伴
い
、
鉄
軌
道
が
敷
設
さ
れ
る
と
と

も
に
、
社
会
は
車
中
心
の
生
活
へ
と

変へ
ん
ぼ
う貌

し
て
い
っ
た
。
近
代
に
お
い
て

は
、
市
街
地
は
拡
散
し
過
度
な
自
動
車

依
存
に
よ
り
公
共
交
通
が
衰
退
し
て
き

た
。
加
え
て
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
行

や
人
口
減
少
は
地
域
経
済
の
縮
小
、
行

政
ニ
ー
ズ
を
増
大
さ
せ
る
な
ど
、
行
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
都
市
を
構
築
し
て
い

く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
十

余
年
、「
公
共
交
通
を
軸

と
し
た
拠
点
集
中
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
政
策
の
基
本
に
、
必
ず

し
も
自
動
車
に
頼
ら
な
く

て
も
歩
い
て
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
の
形
成
を
目
指
し
、
鉄
軌
道
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
を
活
性
化
さ

せ
、
そ
の
沿
線
に
居
住
、
商
業
、
業
務
、

文
化
等
の
諸
機
能
を
集
積
さ
せ
る
こ
と

で
、
地
域
に
必
要
な
都
市
機
能
の
集
約

化
（
拠
点
化
）
と
公
共
交
通
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
近

年
で
は
、
都
心
地
区
や
公
共
交
通
沿
線

地
区
を
中
心
に
人
口
の
社
会
増
が
続
き
、

市
内
の
全
用
途
の
平
均
地
価
の
上
昇
な

ど
効
果
が
い
く
つ
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
、
豊
か
な
自
然
と
高
度

な
都
市
機
能
を
併
せ
持
つ
、
こ
の
富
山

市
を
市
民
の
誇
り
と
し
て
将
来
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
多
く
の
方
か

ら「
訪
れ
て
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
わ
れ
る
誰
か
ら
も
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

富山城と市内電車環状線

　
加
賀
百
万
石
の
支
藩
と
し
て
栄
え
た

商
都
・
富
山
。

　
南
北
に
走
る
飛
驒
街
道
は
、
美
濃
国

を
通
る
中
山
道
と
越
中
、
日
本
海
と
を

結
ん
で
お
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
国
道
41
号

に
あ
た
る
。
東
西
に
走
る
北
陸
道
は
、

都
か
ら
佐
渡
国
府
に
通
じ
て
い
た
古
代

の
官
道
の
道
筋
と
お
お
よ
そ
重
な
っ
て

い
る
。

　
親
不
知
な
ど
を
通
る
難
路
で
あ
っ
た

が
、
古
く
は
京
と
、
後
に
江
戸
と
北
陸

と
を
結
ぶ
要
路
で
あ
っ
た
。

一
口
メ
モ

北陸道・飛騨街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」
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杉
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富山湾

飛驒街道

北
陸
道

東
西
の
北
陸
道
と
南
北
の
飛
驒
街
道
が
交
わ
り
、

日
本
海
と
も
結
ば
れ
た
水
陸
交
通
の
要
衝


